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主な

定例会報告

所信を述べる谷川町長

主
な
審
議
結
果
と
内
容

平
成
二
十
一
年
第
一
回
定
例
会
は
三
月
六
日
か
ら
三
月
十
九
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
議
案
二
十
七
件
、
陳
情
一
件
、
発
議
二
件
を
審

議
し
、
谷
川
町
長
か
ら
所
信
表
明
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
一
般
質
問

は
七
人
が
登
壇
し

｢

新
年
度
予
算
編
成
方
針
の
達
成
度｣

｢

四
月

か
ら
無
保
険
小
中
学
生
徒
に
保
険
証
交
付
へ｣

｢

町
道
は
維
持
管

理
計
画
と
順
位
決
定
の
評
価
が
必
要｣

｢

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
、

管
理｣

｢

宇
多
津
町
の
国
民
健
康
保
険
料
が
高
い｣

｢

新
店
舗
マ
ル

ナ
カ
周
辺
道
路
に
交
通
安
全
対
策
を｣

｢

鴨
田
川
の
改
修｣

な
ど

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

入
る
お
金

(

歳
入)

地
方
交
付
税
が
昨
年
に
比
べ

五
千
五
百
万
円
増

町
税
が
二
十
八
億
三
千
八
百
四
十
五
万

円
と
昨
年
よ
り
三
千
四
百
三
十
万
円
減
っ

て
い
る
。
地
方
交
付
税
は
、
四
億
二
千
五

百
万
円
。
国
・
県
支
出
金
は
、
七
億
八
千

八
百
七
十
九
万
円
で
昨
年
よ
り
七
千
二
百

九
十
八
万
円
の
増
額
。
歳
入
不
足
を
補
う

た
め
の
町
債(

借
金)

は
総
額
四
億
七
千

九
十
万
円
。
繰
入
金(

貯
金
を
下
ろ
し
て

使
う
金
額)

は
二
億
三
百
二
十
七
万
円
。

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算

賛
成
多
数(

八
人)

で
可
決

五
十
四
億
八
千
八
百
万
円

(

昨
年
比
一･

八
㌫
増)

使
う
お
金

(

歳
出)

公
債
費(

借
金
の
返
済
金)

は

昨
年
に
比
べ
四
百
十
五
万
円
の
増

人
件
費
は
十
一
億
二
千
四
十
万
円
で
昨

年
に
比
べ
六
千
二
百
万
円
減
っ
て
い
る
。

公
債
費
は
四
億
五
千
三
百
八
十
三
万
円
。

普
通
建
設
費
六
億
六
千
八
百
九
十
二
万
円
。

今
年
度
末
の
地
方
債(

借
金)

の
残
高
は

三
十
九
億
六
千
六
百
五
十
八
万
円
の
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。
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主な

� �

・
臨
海
公
園
内
整
備
工
事

・
網
の
浦
公
園
新
設
工
事

・
宇
多
津
中
学
校
耐
震
補
強
工
事

・
宇
多
津
幼
稚
園
耐
震
診
断
業
務

・
中
央
保
育
所
耐
震
診
断
業
務

・
北
小
学
校
増
築
設
計
業
務

・
学
術
研
究
助
成
事
業
な
ど

平成21年度の
主な事業内容

会 計 名 本年度当初予算前年度当初予算 比 較

一 般 会 計 54億8,800万円 53億8,880万円 9,920万円

特

別

会

計

国民健康保険 13億8,813万円 13億4,405万円 4,408万円

老人保健 537万円 1億1,642万円 △1億1,105万円

介護保険 8億5,393万円 8億1,019万円 4,374万円

後期高齢者医療 1億3,911万円 1億4,149万円 △ 238万円

下水道事業 9億4,618万円 9億5,945万円 △ 1,327万円

坂下墓地整備事業 500万円 110万円 390万円

水 道 事 業 会 計 収入額 支出額

本年度収益的収入及び支出 3億6,670万円 3億5,259万円

前年度収益的収入及び支出 3億7,622万円 3億6,223万円

比 較 △ 952万円 △ 964万円

一般会計 54億8千8百万円の使い道
検証

平成21年度予算

歳 出歳 出 歳 入歳 入

町税
(町民が納める税金)

2,838,451
51%

(千円)

国県支出金
(国や県からの補助金)

788,799
14%

諸収入
198,289
4%

繰入金
(貯金を下ろして使う金額)

203,273
4%

町債
(財源不足を補うための借金)

470,900
9%

地方交付金
(国から交付される金額)

425,000
8%

その他交付金等
265,501
5%

使用料等
(各公共施設の使用料など)

242,886
4%

地方贈与税
(ガソリン税等の中から地方へ配分される金額)

54,901
1%

人件費
(町長や議員､職員への給料等)

1,120,408
21%

物件費
(委託料や備品､消耗品等)

985,267
18%

扶助費
(福祉､社会保障等への費用)

878,597
16%

普通建設費
(道路や公園などの建設費)

668,925
12%

繰出金
(介護事業などの特別会計への繰出金)

625,295
11%

補助費等
(各種団体への負担金)

594,080 11%

公債費
(借金の返済金)

453,833
8%

維持費補修費等
161,595
3%
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平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
四
号)

全
会
一
致
で
可
決

二
億
九
千
九
百
六
十
五
万
円
を
追
加
し
、
総
額
六
十
一

億
千
百
三
十
五
万
円
と
し
た
。

入
る
お
金

(

歳
入)

主
に
町
民
税
六
千
百
万
円
と
地
方
交
付
税
九
千
五
百
九

十
一
万
円
を
追
加
。
ま
た
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費
二
億

六
千
六
百
八
万
円
な
ど
。

使
う
お
金

(

歳
出)

主
に
定
額
給
付
金
給
付
事
業
に
二
億
七
千
八
百
四
十
万

円
。
約
一
万
八
千
人
の
宇
多
津
町
民
に
給
付
。

そ
の
他
平
成
二
十
年
度
補
正
予
算

・
平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算(

第
二
号)

全
会
一
致
で
可
決

・
平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算(

第
二
号)

全
会
一
致
で
可
決

・
平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算(

第
二
号)

全
会
一
致
で
可
決

・
平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算(

第
二
号)

全
会
一
致
で
可
決

・
平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算(

第
三
号)

全
会
一
致
で
可
決

・
平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町
坂
下
墓
地
整
備
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
二
号)

全
会
一
致
で
可
決

・
平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算(

第
二
号)

全
会
一
致
で
可
決

主
な
条
例
改
正

・
宇
多
津
町
墓
地
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
会
一
致
で
可
決

〈
内
容
〉
坂
下
地
区
に
完
成
し
た
新
墓
地
が｢

は
な
の

森
墓
地
公
苑｣

と
し
て
墓
地
条
例
に
追
加
さ

れ
た

・
宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

賛
成
少
数(

一
人)

で
否
決

〈
内
容
〉
近
年
の
急
激
な
医
療
費
の
伸
び
悩
み
に
対
応

す
る
た
め
、
税
率
等
を
改
正
し
、
健
全
化
を

図
る
た
め(

詳
細
は
八
ペ
ー
ジ
に
掲
載)

請
負
契
約

・
平
成
二
十
年
度
公
共
下
水
道
岩
屋
地
区
汚
水
管
渠
築
造

工
事
の
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
年
度
公
共
下
水
道
第
三
処
理
分
区
汚
水
管
渠

築
造
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

両
議
案
と
も
全
会
一
致
で
可
決

〈
内
容
〉
当
初
契
約
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
た
め

陳

情

・
医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
社
会
保
障
の
拡
充
を
求
め
る

陳
情
書
に
つ
い
て

賛
成
少
数(

一
人)

で
否
決

発

議

・
宇
多
津
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

賛
成
多
数(

八
人)

で
可
決

〈
内
容
〉
議
会
基
本
条
例
の
詳
細
は
十
ペ
ー
ジ
に
掲
載

・
公
的
資
金
の
繰
上
償
還
制
度
の
緩
和
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

全
会
一
致
で
可
決

住
民
の
皆
様
へ

・｢

意
見
書
、
陳
情
、
要
望
書
な
ど
の
受
付｣

に
つ
い
て

締
め
切
り
は
定
例
会
の
前
月
末
日(

次
回
の
六
月
定

例
会
で
は
五
月
三
十
一
日)

ま
で
の
受
付
と
し
、
そ
れ

以
降
は
九
月
定
例
会
の
取
扱
い
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

完成したJR宇多津駅東側駐輪場
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予
算
編
成
方
針
で
は
、
未
利

用
財
産
の
処
分
、
外
部
評
価
委

員
の
意
見
の
反
映
、
不
適
切
な
負
担
金

の
支
出
な
ど
、
具
体
的
な
内
容
を
指
示

し
て
い
る
が
、
例
え
ば
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ

ス
像
、
団
体
新
年
会
出
席
負
担
金
な
ど

は
、
査
定
の
対
象
に
な
っ
た
の
か
。

谷
川
町
長

未
利
用
地
の
処
分
に
関
連
し
、
非
常

に
像
の
処
分
の
仕
方
に
苦
慮
し
て
い
ま

す
。
処
分
す
る
に
も
年
月
が
経
つ
こ
と

が
望
ま
し
い
の
で
は
と
い
う
思
い
で
、

今
日
ま
で
推
移
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
年
月
の
問
題
で
言
え
ば
、
も
う
そ
ろ

そ
ろ
か
な
と
い
う
思
い
も
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
ご
時
世
で
す
か
ら
、
全
て

の
美
術
品
が
値
下
が
り
し
て
い
る
と
い

う
問
題
も
含
め
、
検
討
を
始
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。谷

川
総
務
課
長

負
担
金
の
項
目
で
は
、
受
益
の
度
合

い
の
観
点
か
ら
、
教
育
委
員
会
の
生
涯

学
習
講
座
な
ど
で
の
バ
ス
の
借
り
上
げ

料
に
つ
い
て
、
本
年
度
か
ら
参
加
者
に

一
部
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

宇
多
津
の
地
デ
ジ
受
信
は
本

当
に
大
丈
夫
か

少
し
ず
つ
受
信
可
能
地
域
が
は
っ
き

り
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
が
、
ま
だ
不
透

明
で
あ
る
。
本
当
に
何
の
手
当
て
も
せ

ず
に
、
地
デ
ジ
対
応
の
テ
レ
ビ
と
ア
ン

テ
ナ
で
全
域
大
丈
夫
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
出
せ
る
の
か
。

北
本
政
策
調
整
室
長

九
月
議
会
後
の
国
へ
の
問
合
せ
で
は
、

町
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
上
、
難
視
聴

区
域
で
な
く
、
要
望
に
よ
る
現
地
調
査

で
も
標
準
の
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
で
き
る

区
域
と
確
認
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
高

架
橋
等
の
影
響
で
、
百
％
で
き
る
と
は

一
概
に
言
え
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
な

お
、
有
線
Ｔ
Ｖ
等
、
他
の
施
設
を
利
用

で
き
る
地
域
は
、
現
段
階
で
施
設
整
備

の
対
応
は
考
え
て
い
な
い
と
の
回
答
で

し
た
。

国
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
完
全
移

行
に
向
け
て
、
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
デ
ジ
タ
ル
化
の
支
援
活
動
を
開
始

し
、
要
望
に
よ
り
、
問
題
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
地
域
で
調
査
を
し
た
り
、
電
気

商
業
組
合
等
に
は
説
明
会
を
開
く
と
の

こ
と
で
す
。

数
年
、
貧
困
の
拡
大
が
様
々

あ
り
、
全
国
で
１
０
６
万
８
３

０
５
世
帯
が
生
活
苦
で
、
国
民
健
康
保

険
料
の
高
額
が
壁
で
受
診
を
我
慢
し
て

い
る
。
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
国
民
健

康
保
険
の
短
期
保
険
証
が
４
月
よ
り
交

付
と
な
る
が
準
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。１

月
20
日
、
国
会
で
国
民
健
康
保
険

料
や
医
療
費
負
担
が
難
し
い
と
、
市
町

村
に
申
し
出
れ
ば
緊
急
対
応
と
し
て
、

短
期
保
険
証
を
発
行
す
る
と
厚
労
省
は

都
道
府
県
を
通
し
市
町
村
に
伝
え
ら
れ
、

短
期
保
険
証
の
交
付
表
明
を
し
た
が
、

町
の
対
応
を
尋
ね
る
。

馬
場
税
務
課
長

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
国

民
健
康
保
険
の
資
格
証
明
書
対
象
世
帯

に
対
し
て
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に

は
六
か
月
の
有
効
期
間
の
短
期
被
保
険

者
証
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
子
ど
も
の
無
保
険
状
態
は

解
消
し
、
子
ど
も
は
必
要
な
医
療
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
改
正
に
よ
り
小
規
模
自
治
体
、
納

付
世
帯
に
対
し
て
は
税
負
担
に
な
る
な

ど
影
響
が
大
き
く
、
公
平
公
正
を
期
す

る
た
め
に
は
、
改
正
に
伴
う
財
源
等
に

つ
い
て
は
国
が
措
置
す
べ
き
だ
と
要
望

い
た
し
ま
す
。
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新
年
度
予
算
編
成
方
針
の
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町
道
は
95
㎞
。
既
成
市
街
地

の
整
備
を
し
て
い
る
が
、
40
年

以
上
補
修
さ
れ
て
な
い
道
路
も
あ
る
。

早
急
に
維
持
管
理
計
画
を
策
定
す
べ
き

だ
が
。
ま
た
、
公
平
に
補
修
の
順
位
を

決
め
る
評
価
は
あ
る
の
か
。
さ
ら
に
、

道
路
経
歴
の
記
録
保
存
は
ど
う
か
。

道
路
補
修
工
事
の
箇
所
の
選
定
は
、

舗
装
自
体
の
老
朽
度
の
他
に
、
交
通
量

等
の
要
因
が
あ
り
、
単
に
舗
装
状
態
だ

け
で
数
値
化
し
、
優
先
順
位
を
付
け
る

の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
二
十
一
年
度
、
県
に

お
い
て
も
何
ら
か
の
基
準
を
設
け
る
と

の
こ
と
で
、
当
町
も
そ
れ
が
公
表
さ
れ

た
後
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
、
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

工
事
箇
所
の
履
歴
は
、
今
後
、
庁
内

の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
・
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
内
に
、

で
き
る
範
囲
で
残
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

臨
海
公
園
・
産
業
資
料
館
の

Ｐ
Ｒ
を

理
解
を
得
た
り
熱
意
を
示
す
為
に
、

現
地
で
は
完
成
図
・
概
略
説
明
の
看
板

を
設
置
し
、
Ｈ
Ｐ
で
は
検
索
し
易
く
載

せ
て
頂
き
た
い
。

ま
た
、
７
月
に
全
て
が
完
成
で
き
な

い
理
由
と
来
訪
者
増
加
の
調
査
に
影
響

が
な
い
の
か
。

ご
指
摘
の
件
で
、
部
分
開
園
区
域
等

が
分
か
る
看
板
を
で
き
る
だ
け
早
く
現

地
に
設
置
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
完
成
予
想
図
も
開
園
予
定
看

板
を
利
用
し
掲
載
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
開
園
区
域

等
を
載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
七
月
に
同
時
開
園
で
き
な
い

の
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
予

算
の
振
り
分
け
及
び
、
工
種
に
よ
っ
て

は
工
事
期
間
が
変
わ
る
為
で
す
。

来
訪
者
調
査
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
の
評
価
基
準
に
お
い
て
、
元
々
、

産
業
資
料
館
の
入
場
者
数
を
基
準
と
し

て
割
り
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
本
事
業
の
事
後
評
価
と
し
て
は
問

題
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
小

中
学
校
等
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
町
民
は
設
置
場
所
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。
使
用
方
法
の
周
知

や
機
会
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

現
在
、
設
置
情
報
を
一
元
的
に
周
知

し
て
い
る
も
の
が
な
い
現
状
で
す
。
今

後
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、

掲
載
に
同
意
を
得
ら
れ
た
も
の
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
お
知
ら
せ
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

使
用
方
法
で
す
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
た
際
、
保
健
師
を

始
め
、
希
望
の
あ
る
職
員
を
対
象
に
講

習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
学
校
、
幼

稚
園
で
は
、
導
入
時
に
教
職
員
に
講
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
公
共
施
設
に
設
置
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
、
リ
ー
ス
契
約
で
す
の
で
、
契
約
会

社
に
よ
り
適
正
な
時
期
で
保
守
、
更
新

が
な
さ
れ
、
そ
の
確
認
を
各
設
置
し
て

い
る
部
署
で
適
正
に
管
理
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

小
中
学
生
の
健
康
管
理
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

全
国
規
模
の
調
査
で
、
県
内
の
小
中

学
生
は
睡
眠
時
間
が
短
く
、
朝
食
を
食

べ
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
本
町
は
ど

う
か
。
現
在
実
施
し
て
い
る
血
液
検
査

の
結
果
と
合
わ
せ
て
今
後
の
取
り
組
み

を
伺
い
た
い
。

全
国
体
力
テ
ス
ト
の
際
に
行
わ
れ
た

運
動
習
慣
調
査
で
は
、
本
町
の
場
合
、

対
象
で
あ
る
両
小
学
校
の
五
年
生
、
中

学
二
年
生
の
睡
眠
時
間
等
に
つ
い
て
は
、

県
の
平
均
と
比
べ
る
と
、
や
や
少
な
い

と
い
っ
た
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
二
十
年
度
の
全
国
学
力
状
況
調
査

の
際
の
調
査
で
は
、
対
象
で
あ
る
六
年

生
の
結
果
が
全
般
的
に
良
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
学
年
間
で
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る

よ
う
で
す
。

今
後
、
町
の
保
健
師
と
も
連
携
を
し
、

町
の
事
業
と
一
緒
に
親
子
料
理
教
室
な

ど
を
開
催
し
た
り
、
二
十
一
年
度
に
は

宇
多
津
小
学

校
を
中
心
に

食
育
の
研
究

事
業
を
行
っ

て
、
よ
り
有

効
な
方
策
も

研
究
し
、
実

施
し
て
い
き

た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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町
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は
維
持
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理
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と
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位
決
定
の
評
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が
必
要

大松喜次郎議員
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の
設
置
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所
、管
理

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

西本弘子議員北小運動会での子どもたち
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自
治
体
に
よ
っ
て
保
険
料
の

違
う
、
現
行
の
国
民
健
康
保
険

制
度
に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解
を
お
示

し
下
さ
い
。
ま
た
、
県
や
国
に
対
し
て

一
元
化
の
必
要
性
、
一
元
化
に
向
け
て

の
強
力
な
働
き
か
け
を
す
べ
き
か
と
思

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
な
の
か
。

現
状
で
は
、
一
元
化
に
時
間
を
要
す

る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
小
さ
な
自
治
体
の
国
民

健
康
保
険
、
介
護
保
険
の
運
営
は
極
め

て
厳
し
い
こ
と
を
議
会
で
も
そ
の
都
度

ご
報
告
を
申
し
上
げ
、
国
民
健
康
保
険

の
広
域
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
答
弁
も

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
町
長
会
を

通
じ
県
に
強
く
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

県
の
回
答
は
、
各
市
町
の
判
断
に
よ
る

も
の
で
適
切
な
指
導
、
助
言
に
努
め
た

い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
積
極
的
に
一
元

化
を
図
ろ
う
と
の
姿
勢
は
感
じ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

今
後
、
議
会
と
と
も
に
、
他
市
町
と

連
携
を
と
り
、
広
域
化
の
実
現
に
向
け

て
の
更
な
る
運
動
の
必
要
性
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。

自
動
交
付
機
の
導
入
の
提
案

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
設
置

に
お
金
が
か
か
り
、
費
用
対
効
果
の
観

点
で
ダ
メ
と
の
回
答
で
し
た
。
私
の
調

べ
で
は
50
％
の
設
置
助
成
金
が
あ
る
よ

う
で
す
、
こ
の
問
題
は
解
消
さ
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご
指
摘
の
こ
と
も
含
め
て
検
討
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
今
日
の
町
の
状
況

か
ら
、
経
費
の
方
が
効
果
よ
り
大
き
い

と
い
う
判
断
に
な
り
ま
し
た
。

助
成
に
よ
り
費
用
対
効
果
の
問
題
は

解
消
さ
れ
る
の
で
は
と
い
う
ご
指
摘
で

す
が
、
本
町
も
導
入
に
よ
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
事
務
の
効
率
化
と
い
っ

た
点
に
つ
い
て
は
認
識
を
持
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
助
成
対
象
が
当
初
導
入
経

費
の
み
で
あ
り
、
導
入
後
の
維
持
管
理

経
費
、
ま
た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

事
務
の
効
率
化
な
ど
の
点
か
ら
費
用
対

効
果
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
投
資
に
見

合
う
効
果
が
得
ら
れ
る
と
は
考
え
に
く

く
、
導
入
は
今
の
と
こ
ろ
難
し
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

４
月
下
旬
オ
ー
プ
ン
予
定
の

マ
ル
ナ
カ
周
辺
道
路
は
、
開
店

に
よ
り
車
の
通
行
量
が
大
幅
に
増
え
る

と
予
想
さ
れ
る
。
児
童
生
徒
の
登
校
、

下
校
時
の
交
通
安
全
が
特
に
心
配
で
あ

る
。
交
通
安
全
対
策
を
講
じ
て
欲
し
い
。

先
般
、
地
元
の
自
治
会
、
小
・
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
建
設
課
、
教
育
委
員
会
、

学
校
等
の
関
係
者
の
方
々
に
、
通
学
路

も
含
め
た
周
辺
道
路
の
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
ま
た
、
坂
出
警
察
署
等
の

関
係
機
関
に
は
、
車
な
ど
周
辺
道
路
全

体
の
交
通
量
の
流
れ
に
つ
い
て
専
門
的

な
見
地
か
ら
ご
意
見
等
を
頂
く
な
ど
、

安
全
対
策
の
相
談
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

今
後
、
地
元
の
自
治
会
、
学
校
関
係

者
の
皆
様
の
今
ま
で
の
ご
意
見
、
ご
要

望
を
踏
ま
え
、
関
係
課
と
も
連
携
を
と

り
、
周
辺
道
路
状
況
を
総
合
的
に
判
断

を
し
た
上
で
、
信
号
機
、
横
断
歩
道
の

設
置
等
の
安
全
対
策
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

宇
多
津
町
地
域
教
育
協
議
会

と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
の
協
議

会
な
の
か
。

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
ど
の

よ
う
に
連
携
し
て
い
く
の
か
。

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
中
で
地

域
教
育
協
議
会
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
っ
て
い
く
の
か
。

協
議
会
は
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事

業
を
幅
広
い
関
係
者
の
参
画
を
得
て
推

進
す
る
た
め
設
置
し
た
も
の
で
、
地
域

住
民
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
状
況
を
ふ
ま
え
、
学
校
で
の
学
習
活

動
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
地
域
で
ど
の

様
な
支
援
が
で
き
る
か
を
協
議
し
ま
す
。

協
議
を
踏
ま
え
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
と
は
、
地

域
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
学
校
の
教

育
活
動
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
地
域
住
民
が
参
加
す
る
仕
組
み
を

作
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
地
域
教
育

協
議
会
に
は
そ
の
企
画
、
推
進
の
中
核

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
頂
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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過
去
の
経
過
と
今
後
の
予
定

に
つ
い
て
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
始

ま
り
今
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

途
中
で
計
画
変
更
は
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
は
土
器
川
右
岸

の
工
事
も
始
ま
り
出
来
上
が
り
ま
す
と

水
の
流
れ
も
速
く
な
る
。
鴨
田
川
も
影

響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
関
係
者
は

大
変
心
配
を
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

関
係
者
に
協
力
を
も
ら
う
為
に
も
説
明

会
や
現
状
を
報
告
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。来

年
度
に
は
工
事
に
着
工
出
来
る
の

か
、
今
後
の
進
め
方
を
教
え
て
欲
し
い
。

鴨
田
川
改
修
計
画
に
至
っ
た
経
緯
は
、

国
道
十
一
号
線
整
備
及
び
高
松
自
動
車

道
整
備
に
よ
り
流
域
の
水
路
整
備
が
進

み
、
鴨
田
川
へ
の
流
水
到
達
時
間
が
短

く
な
り
、
大
雨
の
時
に
度
々
氾
濫
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
鴨
田

川
を
改
修
す
る
に
あ
た
り
平
成
二
年
三

月
に
香
川
県
に
お
い
て
二
級
河
川
に
指

定
し
て
頂
き
ま
し
た
。
説
明
会
に
つ
い

て
は
、
平
成
四
年
に
第
一
回
目
を
開
催

し
て
か
ら
今
迄
に
七
回
ほ
ど
開
催
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
整
備
計
画
に
つ
い
て

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
一
工
区
内
に
お

け
る
用
地
交
渉
を
進
め
一
連
の
用
地
買

収
後
、
本
体
工
事
に
着
手
す
る
と
共
に

二
工
区
の
用
地
交
渉
に
着
手
す
る
予
定

で
す
。

ま
た
、
今
年
の
五
月
頃
に
一
部
で
は

あ
り
ま
す
が
、
工
事
に
着
手
す
る
予
定

で
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

地
元
説
明
会
も
工
事
の
着
手
前
ま
で
に

は
開
催
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
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�
松
井
建
設
課
長

��

� �
���

� �

鴨
田
川
の
改
修
に
つ
い
て

池田弘昌議員

議案24号 国民健康保険条例の一部を改正条例(保険料の値上げ)に
対しての ｢否決｣ について

賛成議員の意見 ○相互扶助の立場､ 特別会計の健全化を保ち続けるためには値上げは必要

○マイナス会計になってからでは値上げ幅も大きくなる

○今回の値上げ幅 (約20％) なら何とか住民も理解してくれるのでは

○被保険者が少なくなったので保険料の値上げは当然生じてくる

○国民健康保険審議会 (宇多津町) での答申を受け､ 当初の案から保険料の

金額を下げて議会に提出されたものである

反対議員の意見 ○基金もありマイナス会計になれば補う事ができる

○繰越金､ 基金もあるので今年度は様子を見ては

○支出金額 (医療費) の算定は掴みにくい (予想しずらい)

○値上げ幅 (約20％) が大きく住民は納得しにくいのでは

○段階的に値上げができないか

○今年１年間かけて住民に十分に説明して欲しい

���������������������������������������������������������������������
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今
回
の
研
修
は
香
川
県
広
報
発
行
町

議
会
連
絡
協
議
会
に
よ
る
議
会
広
報
編

集
委
員
県
外
研
修
で
平
成
21
年
１
月
27

日
に
日
帰
り
研
修
を
行
っ
た
。
香
川
県

に
は
現
在
９
つ
の
町
が
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
る
町

は
６
町
で
あ
り
、
そ
の
６
町
の
合
同
研

修
で
36
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
研
修
先

は
高
知
県
高
岡
郡
越
知
町
と
し
た
。
越

知
町
の
議
会
だ
よ
り
の
レ
ベ
ル
は
全
国

的
に
も
非
常
に
高
く
、
全
国
表
彰
で
は

平
成
17
年
か
ら
３
年
連
続
で
入
選
な
ど

を
受
賞
し
て
い
る
。
越
智
町
議
会
だ
よ

り
の｢

編
集
方
針｣

は
、
①
議
会
活
動

全
般
を
公
平
で
客
観
的
に
捉
え
、
町
民

に
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
内
容

で
周
知
す
る
。
②
読
む
人
の
側
に
立
っ

て
親
し
ん
で
も
ら
え
る
紙
面
づ
く
り
に

努
め
る
。
③
議
案
名
、
条
例
名
な
ど
は

そ
の
ま
ま
載
せ
な
い
。
④
分
か
り
に
く

い
用
語
に
は
解
説
を
付
け
る
。
⑤
質
問

等
の
追
跡
記
事
と
住
民
参
加
記
事『

議

会
で
す
こ
ん
に
ち
は』

の
掲
載
な
ど
が

主
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た｢
写
真｣

の
掲
載
に
は
特
に
力

を
い
れ
て
お
り
、
動
き
の
あ
る
も
の
で

見
開
き
に
３
枚
以
上
掲
載
し
説
明
を
付

け
る
。
説
明
書
き
の｢

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン｣

一
つ
に
し
て
も
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
入

れ
て
い
る
。
写
真
担
当
の
委
員
は
常
に

カ
メ
ラ
を
持
ち
歩
き
、
町
の
行
事
や
取

材
を
行
っ
て
い
る
な
ど
非
常
に
熱
意
を

持
っ
て
取
材
を
行
っ
て
い
る
の
に
は
感

心
し
た
。
宇
多
津
町
議
会
だ
よ
り
で
は
、

こ
れ
ら
が
ま
だ
ま
だ
出
来
て
い
な
い
よ

う
に
思
う
。
今
後
更
に
読
み
や
す
い
、

わ
か
り
や
す
い
、
住
民
に
親
し
み
や
す

い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
う
。
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２月20日に毎年恒例の ｢宇多津子ど

も議会｣ が本町議会本会議場にて開会

され､ 宇多津北小学校､ 宇多津小学校､

宇多津中学校の代表児童・生徒が出席

しました｡ ｢町内のボランティア活動

の組織に児童・生徒の力を活用できな

いか｣ ｢大束川に生き物と触れ合える

ような親水公園の整備をできないか｣

｢宇多津町の町史に掲載している歴史

や文化等を地図や写真を用いてわかり

やすく紹介する ｢宇多津今昔物語｣ を

広報等で掲載できないか｣ の要望や質

問に対し､ 町長をはじめとする各担当

課長が出席する中､ 活発な質疑応答が

交わされました｡

子 ど も 議 会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

研
修
報
告

質問する“子ども議員”
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議
会
基
本
条
例
制
定
の
背
景

２
０
０
０
年
４
月
１
日
に
地
方
分
権

一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
地
方
自
治
体
の

自
主
的
な
決
定
と
責
任
が
拡
大
さ
れ
た
。

議
会
に
お
い
て
も
責
任
が
拡
大
さ
れ
、

例
え
ば
宇
多
津
町
議
会
の
場
合
、
そ
れ

ま
で
の
議
員
の
発
議
権
行
使
人
数
が
議

員
総
数
の
八
分
の
一
か
ら
十
二
分
の
一

と
な
っ
た
。(

議
員
数
10
人
の
宇
多
津

町
議
会
の
場
合
そ
れ
ま
で
は
議
員
２
人

が
発
議
し
な
い
と
発
議
と
し
て
取
り
扱

え
な
か
っ
た
が
、
議
員
１
人
で
も
発
議

が
可
能
と
な
っ
た)

ま
た
議
員
２
人
以

上
が
賛
成
し
な
い
と
議
案
提
出
が
出
来

な
か
っ
た
が
、
議
員
１
人
で
も
議
案
提

出
が
可
能
と
な
っ
た
。｢

二
元
代
表
制｣

を
取
っ
て
い
る
日
本
で
は
首
長
は
執
行

権
、
議
会
は
議
決
権
が
主
な
権
利
の
内

容
で
す
。
こ
の
よ
う
な｢

二
元
代
表
制｣

を
取
っ
て
い
る
国
は
、
世
界
の
中
で
唯

一
日
本
だ
け
で
す
。

議
会
基
本
条
例
の
構
成

宇
多
津
町
議
会
基
本
条
例
は｢

議
会

と
議
員
の
責
務｣

並
び
に｢

議
会
の
公

正
性
・
透
明
性
と
町
民
参
加｣

が
謳
わ

れ
た
９
章
21
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

議
会
基
本
条
例
の
主
な
特
徴
は
、

一
、
町
民
と
の
意
見
交
換
の
場
で
あ
る

｢

議
会
報
告
会｣

の
設
置

二
、
町
民
に
分
か
り
や
す
い
議
会
議
論

並
び
に
審
議
論
点
を
明
確
に
す
る
た

め

｢

一
問
一
答
方
式
の
導
入｣

と

｢

行
政
へ
の
反
問
権
の
付
与｣

三
、
政
策
の
公
正
・
透
明
性
の
確
保
と

議
会
審
議
で
の
論
点
情
報
の
形
成
の

た
め
、
行
政
に
対
し｢

政
策
の
動
機

な
ど
７
項
目｣

の
提
出
を
求
め
る
。

四
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会

と
し
て
の
共
通
認
識
の
醸
成
を
図
る

な
ど
の｢

政
策
討
論
会｣

の
設
置

五
、
政
務
調
査
費
に
関
す
る
透
明
性
の

確
保

六
、
議
員
の
政
策
形
成
及
び
立
案
能
力

の
向
上
を
図
る
た
め
、
議
員
研
修
の

充
実
強
化

七
、
議
員
の
定
数
、
報
酬
の
改
正
は
、

議
会
自
ら
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め

｢

議
員
提
案｣

を
行
う

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

※
二
元
代
表
制
度
と
は

｢

議
会｣

と

｢

長｣

が
、
同
時
に
並
列
的
に
住
民
を

代
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
直
接
住
民
に
責
任

を
負
う
と
い
う
制
度
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
代
表
機
関
は
、
と
も
に

町
民
の
信
託
を
受
け
て
活
動
し
、
議
会

は
多
数
人
に
よ
る
合
議
制
の
機
関
と
し

て
、
ま
た
町
長
は
独
任
制
の
機
関
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
い
か
し
て
、

町
民
の
意
思
を
的
確
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
競き
そ

い
合
い
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

最
良
の
意
思
決
定
を
導
く
共
通
の
使
命

が
課
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

※
反
問
権
と
は
執
行
部(

町
長
、
課
長

な
ど)

が
議
員
に
対
し
て
問
い
返
し
て

質
問
が
出
来
る
こ
と
を
言
う
。
今
ま
で

は
質
問
す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
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香
川
県
下
の
町
で
初
め
て
！

宇
多
津
町
議
会
基
本
条
例
制
定
さ
れ
る
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〇宇夫階神社本殿 (旧多賀宮御正殿)
登録基準 再現することが容易でないもの
特徴・評価 宇夫階神社本殿は伊勢神
宮外宮にある多賀宮の式年造営時の材料
を使った民営による遷宮である｡ 旧多賀
宮御正殿はもともと昭和28年の第59回式
年遷宮により造営され､ 20年後の昭和48
年に解体されたものだが､ 宇夫階神社は
同年の火災消失により､ 伊勢神宮より多
賀宮旧殿一宇を頒賜としてその翌年に請
けることになった｡ 昭和51年､ 神宮技師
の指導を受け宇夫階神社本殿として再建
され現在に至る｡ わが国で最も古い神明
造りの神殿形式を復元遷座という形で継
承し伝統的な材料と工法を残している貴
重な建造物である｡

(登録申請書類より抜粋)

国の登録有形文化財紹介

〇徳山家住宅
登録基準 再現することが容易でないもの

特徴・評価 宇多津の旧高松街道沿いに

は明治・大正～昭和期の町家形式の民家

が数多くあり､ 節句飾りを表通りに向け

て飾る伝統様式を持つ｡ 徳山家住宅もそ

のひとつである｡ 階段などの一部は昭和

48年に改修されているが､ 欄間､ 手摺､

庭の配置などは文化的価値を高く残して

いる建物である｡(登録申請書類より抜粋)
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４月５日､ 10回目を迎える歩天・うたづ

｢桜どおり｣ が開かれました｡

前日の雨が嘘のように天候にも恵まれ､ 町

内外からたくさんの人出で賑わっていました｡

歩行者天国には40店以上の出店が並び､ 満

開の桜と出店の人々の元気な声が会場至る所

で聞こえていました｡ 住民が自らやる事に意

義があり､ 住民と行政が一緒にやる事に宇多

津の元気や良さがあると思います｡ これから

も協力して､ 日本一輝く町であり続けてほし

いと思いますし､ 次の世代もこの元気を受け

継いでいってくれる事を願っています｡

３日 議員総会

20日 議会運営委員会

２日 議会運営委員会

３日 全員協議会

６日 第１回定例会本会議

10日 一般質問

11日 総務民生､ 建設教育合同委員会

12日 総務民生､ 建設教育合同委員会

13日 総務民生常任委員会

16日 総務民生常任委員会

17日 建設教育常任委員会

18日 休会

19日 全員協議会・本会議

����������

�月
９日 議員総会

21日 議会運営委員会・議員総会

30日 第２回臨時会

この冊子は再生紙を使用しています
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��

��
��

議会広報特別委員

宮本 �委員西本弘子委員 大松喜次郎委員
平田弘次副委員長 香川虎生委員長青木義勝議長

県
内
企
業
の
景
況
感
は
、
７
年
前

の
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
並
ぶ
、
過

去
最
悪
水
準
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

四
月
一
日
の
入
社
式
で
新
人
に
対
す

る
各
社
ト
ッ
プ
か
ら
の
訓
示
で
は
、

｢

厳
し
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
自
身

を
成
長
さ
せ
る｣

｢

新
た
な
経
済
の

価
値
観
を
生
み
出
す
時
代
に
入
っ
て

い
る｣

｢

挑
戦
し
な
い
リ
ス
ク
よ
り

も
挑
戦
す
る
リ
ス
ク
を
選
べ｣

｢

明

確
な
目
標
、
夢
を
抱
け｣

等
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
少
子
化
や
大
都
市
流
出
で
、

県
の
人
口
は
28
年
ぶ
り
に
１
０
０
万

人
を
割
り
込
み
、
町
の
人
口
も
最
近

は
足
踏
み
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
は
一
過
性
で
な
い
各

制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
し
、

町
も
独
自
の
特
長
を
求
め
て
挑
戦
す

べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。(

Ｋ･

Ｄ)

�月

�月

開かれた議会を目指して
宇多津町議会では､ 議会活性化のために､ 様々な取組みをしています｡

● 定例議員総会 (毎月第１火曜日) ● 『議会だより』の作成･発行(年４回)
● 日曜議会などの開催 ● 各委員会による調査・研究など

ご 意 見 等 は 議 会 へ
(匿名によるご意見等はお受けする事ができません)
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